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ものづくりから考える暮らしと化学

1 . はじめに

熊本大学工学部付属革新的ものづくり教育センタ ー

を中心として、 工学部以外の 全学の学生にも、 モノづ

くり教育を広げる試みの一環として、 学苦111年生向け

の体感型授業「基礎セミナーものづくり入門」を工学

部以外の学生に対して開講しています。 その中のひと

つのプログラム「ものづくりから考える暮らしと化学J

を開講しました。 入学したての1年生の最初の教養の

授業のひとつとして開催しています。 それぞれの作業

は、 2 0名のクラスを5班にわけ4名ずつの小さなグ

ノレープで、 ものくり工房としづ作業のできる環境で9

0分x7回の授業を行なっています。 参加学生は、 工

学部以外の希望者から選んでおり、 医学 ・ 薬学・理学

などの理系の学生に文系の学生が混ざった構成になっ

ています。

2. 授業の目的

以下の目的のもとに授業を行なっています。

( 1 ）身の回りにあふれる製品や現象を通して、 科学

技術・化学 ・ 高分子を受講生自身が身近に感じてもら

う。 科学 （主に化学）と技術に対する好奇心を喚起す

るとともに、 知的好奇心、 科学リテラシーを身につけ
る一助とする。

( 2）実際に手を動かし、 身の回りの化学・工学の楽

しさを学ぶ。 一見すると単純な現象の裏に隠れたサイ

エンスや、 身の回りの工学として応用されている原理

を理解してもらう。 実際に携帯電話を分解させること

で、 普段自分たちが何気なく使っているものが、 どの

くらい高度な科学技術によって作られているか、 身の

回りの自分の知らないブラックボックスの存在をイメ

ージさせる。

( 3）全く所属の異なる学生問での共同作業を通して、

互いの意見に耳を傾け、 意見を述べ合うなど、 プレイ

ン ・ スト ーミングを経験させる。

3. 授業の内容

具体的には、 以下の内容の授業を行いました。 基本

的には、 まず授業の最初に、 その日の実験に関連する

科学的基礎知識とトピックを簡単に説明し（図1）、そ

れから実際の実験を行うという手順で行なっています。
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図1ものくり工房で行われた授業風景

3. 1科学とエセ科学 科学するとは？

最初の講義は、 通常の講義室で座学として行し、まし

た。 科学とエセ科学について、 実例をあげながら紹介

し、 科学的に物事を考える基本とその重要さを説明し

ました。 学生たちにはまだ見えていない科学や技術の

世界が広がっていることを意識付けし、 好奇心を持っ

てもらえるように心がけました。 またすべての科学技

術は、 数学→物理→化学といった風に階層的に体系化

された基礎に基づいており、 それぞれの分野が独立し

ているわけではなく密接に繋がっていることを伝えま

した。 基礎を学び理解することの大切さと科学技術に

限らない学問の奥深さと面白さが伝わるように努力し

ています。

3.2放射線とは？放射線を測ってみよう。

震災とそれに続く原発事故がまだ生々しい時期でも

ありましたので、 放射線とは何かを学ぶ授業を急逮組

み入れました。RIセンタ ーの上村実也技官と泉水仁技

官に放射線に関する講義と実験指導をお願し、しました。

実際に装置を使って放射線を測ることで、 ただ何もわ

からず不安を感じるのではなく、 科学的に判断する、

定量的に物事を考えることの大事さを伝えました。 工

学の功罪に対する答えのひとつとして、 ハインリッヒ

の法則も伝えています。

3.3生活の中のブラックボックス 携帯電話を分解

してみよう！

学内から拠出してもらった壊れた携帯電話を分解し






